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‭Ｚ会進学教室　葛西通信　３月号‬
‭葛西教室に通う本科生の皆さんは、以下の四点を心がけるようにしましょう。‬
‭１　進学塾に通う中学生としての自覚を持つこと。‬
‭２　信頼の土台となるあいさつをきちんとすること。‬
‭３　書くことを大切にし、ノートをしっかりとること。‬
‭４　自習室を上手に利用し、自分で考えてもわからないことは遠慮なく先生に質問すること。‬

‭　　　　　　　　　　　‬

‭　　　　　　　　　　　葛西教室のスタッフの声をお届けします。‬

‭　　　　　　　　　　　　　　‬‭「旅立ちの日に」‬

‭教務スタッフ　皆藤由起子‬

‭　3‬‭月になりました。昨年もたまたま‬‭3‬‭月の葛西通信に寄稿させていただきまし‬
‭たので同じ言葉になってしまいますが、まずはご挨拶を。‬

‭　‬‭中‬‭3‬‭、高‬‭3‬‭の皆さん、ご卒業おめでとうございます！‬
‭そして‬‭1‬‭年生‬‭2‬‭年生の皆さんもまもなく進級ですね、‬‭1‬‭年間のまとめは出来てい‬

‭るでしょうか？‬

‭　‬‭定年には少し早いのですが今月でＺ会を退職することになりました。今後は時々試験監督など‬
‭の単発的なアルバイトとして入ります。葛西教室で働き始めた時「年齢的に働くのはおそらくこ‬
‭こが最後になるだろう」と思っていましたので、ここで振り返りなどをしてみたいと思います。‬

‭　Ｚ会との出会いは‬‭2002‬‭年。当時は子育て中で、何か家で出来る仕事はないか‬
‭と探していたところ、たまたまＺ会の求人広告を見つけたのでした。添削指導員‬
‭の募集です。在宅でできる、その手があったか！そういえば学生の頃英語科で教‬
‭員免許を取得したのに、教員にはならず一般企業に就職してしまったことを思い‬
‭出したのでした。縁あって添削指導員としての仕事が始まり、中‬‭3‬‭の担当となり‬
‭ました。‬

‭　　　　　　　　　　　　　‬‭↑生徒が書いた文字以上の赤字が返ってくる、それがＺ会の添削です↑‬
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‭　　　　　　　　　 ↑添削者のお仕事に日々の勉強は欠かせません。生徒のみなさんよりも勉強しているかも？↑‬

‭　忘れていたことも多かったのですが、研修を受け、私も一緒に勉強しながら気付けば添削‬‭11‬‭年‬
‭目。プライベートでも英会話サークルに入ったり英文法を教わったりしてそれなりに充実してい‬
‭たのですが、添削が手書きからデジタルに変わることになったので節目だと思い、一旦辞めるこ‬
‭とにしました。子供も大きくなったし在宅じゃなくて外に働きに行けるかな、という気持ちも‬
‭あったので‬‭…‬‭そんな折タイミングよく葛西教室が開室するとの情報を得ます。葛西なら通える、‬
‭と思いサポート社員として教務の仕事に応募。開室した‬‭2014‬‭年から働き始め、今に至ります。‬
‭合計約‬‭22‬‭年、Ｚ会にお世話になりました。‬

‭【番外編】皆藤さんの生け花ギャラリー‬
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‭こ‬‭れ‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭生‬‭活‬‭で‬‭す‬‭が、‬‭生‬‭け‬‭花‬‭を‬‭習っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭で‬‭そ‬‭ち‬‭ら‬‭も‬‭続‬‭け‬‭つ‬‭つ、‬‭英‬‭語‬‭以‬‭外‬‭の‬‭「勉‬‭強」‬‭も‬‭し‬
‭ようと思っています。通信制の大学で、主に最近興味を持ち始めた人間の体や生活や福祉につい‬
‭て学ぶ予定です。というのも私は‬‭3‬‭年前に母を見送り、現在は闘病中の父の病院付き添いなどで‬
‭度々帰省しています。‬‭2‬‭人とも癌になったのですが、今や癌になる人口は増えているそうです。‬
‭どうしてこの病気があるのか、なぜ場合によっては死んでしまうのか。治療や薬について調べて‬
‭いるうちに患者や高齢者の生活、というものにまで関心を持つようになりました。今まで全く関‬
‭わってこなかった分野ですが頑張って学びたいと思います。‬

‭　中高生の皆さんも、今考えている進路が途中で変わってもいいんですよ。いろい‬
‭ろな経験を経て考えや関心が変わるのも人生の醍醐味です。‬

‭　最後に。‬
‭お世話になった講師の皆さま、スタッフの皆さま、ありがとうございました。‬
‭葛西教室のますますのご発展をお祈り申し上げます。‬
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